公立大学法人大阪府立大学
平成20事業年度業務実績に関する評価結果の概要

大阪府総務部行政改革課

　公立大学法人大阪府立大学の各事業年度の業務実績については、地方独立行政法人法に基づき、大阪府地方独立行政法人評価委員会による評価を受けることとなっており、平成21年8月27日に開催された第20回評価委員会において、平成20事業年度の業務実績の評価結果が決定され　ました。
　
全体評価　「全体として年度計画及び中期計画のとおりに進捗している」
○大項目について、いずれもＡ評価（計画どおり進捗）であり、大学の教育研究等の質の向
上についても計画どおり進捗していることを確認した。

○委員会コメント
「環境が様々変化する状況の中で、法人として自律的に行動し、着実に成果をあげている。
これは、地方独立行政法人の目指すべきモデルであり、当初の中期計画を十分達成しつつ
あることについて、府立大学の努力を高く評価する。」
　※全体評価の結果は、平成17・18・19年度と同じ評価。
	大項目
	評　価　
	　　　　　　　主な判断理由・特記事項

	業務運営の
改善及び効率化
	Ｓ
	Ａ
	Ｂ
	Ｃ
	Ｄ
	○理事長のトップマネジメントのもと、学長裁量経費の活用等により、継続して多額の外部研究資金を獲得するなど、全学的な大学運営が進められた。

○21世紀科学研究機構を設置するなど、教育研究組織の充実を図った。

	財務内容の改善
	Ｓ
	Ａ
	Ｂ
	Ｃ
	Ｄ
	○昨年度に引続き、目標（法人化前の30%増）を大幅に上回る89％増の外部研究資金を獲得した。

	自己点検・評価
及び情報提供
	Ｓ
	Ａ
	Ｂ
	Ｃ
	Ｄ
	○19年度に実施した部局及び全学単位の自己点検・評価により確認された改善事項について、計画どおり改善方策を作成し、取組みを行った。

	その他の業務
運営
	Ｓ
	Ａ
	Ｂ
	Ｃ
	Ｄ
	○施設等の整備や安全管理が着実に実施された。

	大学の教育研究等の質の向上


	「計画どおり」　進捗している　ことを確認
	○教育研究活動が着実に行われ、質的向上が図られている。

　特筆すべき主な取組みは次のとおり。

・教育研究分野では、ベトナムでの留学生入学試験の実施、経済学部や理学系研究科等における国プログラムの新規採択など、年度計画を上回る進捗があった。
・地域社会貢献の分野では、民間企業等との共同研究・受託研究、公開講座の取組みなど年度計画の目標を上回る実績があった。


※評価区分　Ｓ：特筆すべき進捗状況　Ａ：計画どおり　Ｂ：おおむね計画どおり　Ｃ：やや遅れている　

　　　　　　Ｄ：重大な改善事項あり
※「大学の教育研究等の質の向上」については、教育研究の特性への配慮から、専門的な観点からの評価は行わず、進捗状況の確認にとどめることとされている。
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